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一般会計

補正前 522億2,848万6千円

今回補正額 2億4,089万7千円

補正後 524億6,938万3千円

令和２年度 639億4,334万4千円

対前年度
増 減

額 △114億7,396万1千円

率 △17.9％
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補正前 今回補正額 補正後

事業費 ー 800万円 800万円

財源内訳
国 ー 400万円 400万円

一財 ー 400万円 400万円

活力とにぎわいにみち、魅力ある職場が生み出されるまちづくり

ワクリエ新居浜及び、本年夏頃開設予定の、民間コワーキングスペース（2か所）において、

各サテライトオフィスの利活用を促進するため、お試しテレワーク体験、地元企業とオフィス利

用者との交流会・マッチング支援、オフィス視察ツアーなどを実施し、本市への企業進出及び

移住に繋げます。

■内容 活用推進事業委託料 700万円（各ソフト事業の委託）

■内容 活用推進事業補助金 100万円（県外からの企業進出支援補助金）

安全・安心・快適を実感できるまちづくり

補正前 今回補正額 補正後

事業費 6,940万円 6,240万円 1億3,180万円

財源内訳

国 3,380万円 3,120万円 6,500万円

市債 3,200万円 2,810万円 6,010万円

一財 360万円 310万円 670万円
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補正前 今回補正額 補正後

事業費 2億 700万 円 1億1,063万3千円 3億1,763万3千円

財源内訳

国 1億1,192万5千円 6,084万8千円 1億7,277万3千円

市債 8,230万 円 4,480万 円 1億2,710万 円

一財 1,277万5千円 498万5千円 1,776万 円

令和6年度の供用開始を目標に、萩生・大生院双方から街路事業、地方道事業として

進めている上部東西線について、当初見込みを上回る国の補助内示があったため、整備を

延伸するための事業費を追加します。

【全体事業計画】 街路事業 萩生出口本線～岸の下東旦の上線（1,212m）

【全体事業計画】 地方道事業 渦井橋大野山線～岸の下東旦の上線（775m）

■事業内容 工事費 6,850万円、補償費 3,083万3千円 など

計画の推進

国が示した、マイナンバーカードによるポイント還元事業の実施や保険証利用等、令和４

年度末までにほとんどの国民がマイナンバーカードを所持する社会づくりに向けた方針に沿って、

令和２年度からは、窓口の増設や人的体制の整備など、取り組みを推進してきましたが、さ

らに取り組みを強め、マイナンバーカード取得率の向上を目指します。

■事業内容 出張一括申請受付拡充のための増員（人件費）1,695万6千円

■事業内容 交付管理システム導入経費 300万円

補正前 今回補正額 補正後

事業費 1億 779万3千円 1,995万6千円 1億 2,774万9千円

財源内訳

国 1億 318万1千円 1,995万6千円 1億2,313万7千円

その他 12万 円 － 12万 円

一財 449万2千円 － 449万2千円
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款 補正前 今回補正額 補正後

国庫支出金 96億8,553万 円 1億4,940万1千円 98億3,493万1千円

繰入金 15億8,332万3千円 479万6千円 15億8,811万9千円

諸収入 16億9,732万 円 950万 円 17億 682万 円

市 債 53億 620万 円 7,720万 円 53億8,340万 円

歳入合計 522億2,848万6千円 2億4,089万7千円 524億6,938万3千円

経費区分 補正前 今回補正額 補正後

施 策 130億8,059万2千円 5,777万3千円 131億3,836万5千円

公 共 27億1,231万3千円 1億8,312万4千円 28億9,543万7千円

歳出合計 522億2,848万6千円 2億4,089万7千円 524億6,938万3千円


